
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野毛山動物園で飼育していたチンパンジー「ピーコ」が死亡しましたので、お知らせします。 

 

死亡したチンパンジーの「ピーコ」について 

（１） 性別：メス 

（２） 出生日：不明  

（３） 死亡日時：令和６年１月 23日（火）午後 10時頃 

（４） 死因：老衰 

（５）「ピーコ」のプロフィール、エピソード 

ピーコは昭和 41 年 12 月８日に推定１歳でアフリカからオスのチータンと共に来園しました。平成

13 年にチータンが死亡した後は、平成 14 年にコブヘイ、平成 20 年にミラクルが来園し、群生活とな

りました。同じ群れのミラクルが産んだ子どものお世話をよくしてくれる優しい性格でした。一方、

飼育員には手厳しい一面もあり、心を通わせられるようになるまで３年の月日を要しましたが、一度

心が通じ合うと他のチンパンジーと同様、飼育員にも本当に優しく接してくれました。野毛山動物園

での飼育歴が一番長く、ご長寿動物のピーコは職員から「ピーコさん」と呼ばれ、多くの来園者の方

にも親しまれ愛されていました。 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

野毛山動物園  園長  田村 理恵  Tel 045-231-1307 

令和６年１月 2 5 日 
（公財）横浜市緑の協会 
野 毛 山 動 物 園 

記 者 発 表 資 料 

野毛山動物園 

チンパンジーの「ピーコ」が死亡しました 

指定管理者：（公財）横浜市緑の協会 
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【参考資料】 

■チンパンジーについて 

和名 チンパンジー 

学名 Pan troglodytes verus 

分類 霊長目 ヒト科 

分布 アフリカ中西部の樹林帯 

生態 森や川辺の林に数 10 頭の群れで暮らす。バリエーション豊かな音声、顔の表情、し

ぐさで、仲間とコミュニケーションをとる。道具を利用することもある。 

ワシントン条約

（ＣＩＴＥＳ） 

附属書Ⅰ 

絶滅のおそれのある種で取引による影響を受けている又は受けるおそれのあるもの 

国際自然保護連合

（ＩＵＣＮ） 

レッドリスト 

CR 

深刻な危機にあり、野生で極度に高い絶滅のリスクに直面している種 

当園飼育頭数 4 頭（オス２頭、メス２頭）※今回死亡した個体を含まず 

国内飼育頭数 48 園館 298 頭（オス 130 頭、メス 169 頭）※令和４年 12 月 31 日現在 

 

■野毛山動物園について 

  入 園 料：無料 

  開園時間：9:30～16:30（入園は 16:00 まで） 

  休 園 日：毎週月曜日（祝・休日の場合は翌日）、12/29～1/1   

交    通：JR 根岸線・横浜市営地下鉄「桜木町」駅下車徒歩 15 分、または市営バス 89 系統

「一本松小学校」行き「野毛山動物園前」下車すぐ 京急線「日ノ出町」駅下車徒歩 10 分 

  U  R  L：https://www.hama-midorinokyokai.or.jp/zoo/nogeyama/ 

住所：横浜市西区老松町 63－10 

  問合せ先：045-231-1307 


